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【 蔵 王 山 】

蔵王山は標高226mで、東側の最高峰を蔵王ヶ鋒といい、かつて陸軍の測量台が
置かれていた.

真中の峯を阿弥陀ヶ峯 (別名龍王山)と いい、山頃にはかつて医王寺があうたが、

焼失じ現在地に移された。

現在山頂には人大龍三社 (別名高麗神社 )があり、昔から早魃の際には必ず雨ごい

を祈願したといわれており、・小さな器にたまった籍水をイボにつけると治るといわ

れている.

また、阿弥陀ヶ峯の下には『光り岩Jがあり、水に漏れ月の光があたれば著しく光
輝いたといわれている◆

西方の峯を炭焼ヶ鼻という.

蔵
王
ヶ
峯

阿
弥
陀
ヶ
峯

炭
焼
ヶ
鼻
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深
津
湾

手
堀
、
引
野
、
深
津
、
籠
王
、
薔

日
は
、
９
か
ら
三
百
七
十
年
前
ま
で

は
大
き
＜
溜
入
し
た
入
洒
で
し
た
。

一
帯
に
広
ガ
る
こ
の
大
き
な
題
は
、

深
津
と
呼
ば
れ
、
奥
深
＜
船
ガ
入
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば

れ
ま
し
た
。

当
時
、
議
王
は
雨
村
と
呻
ば
れ
、

雨
村
に
は
、
宮
の
前
の
八
輛
神
社
の

前
ま
で
船
ガ
入
り
、
こ
の

一
帯
隠

一

の
港
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
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古
代

の
市
村

市
村
の
土
地
に
は
じ
め
て
私
達
の
祖
先
が
足
跡
を
印
し
、
住
居
を
構
え
た
の
は
い
つ
の
頃
で
あ

っ
た
か
は
、
本
村
か
ら
は
未
だ
確

か
な
証
拠
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
数
千
年
前
、
晨
耕
文
化
の
渡
来
し
な
い
専
ら
山
に
獣
を
追
い
、
海
に
漁
な
ど
を
し
て
い
た
原

始
時
代
、
こ
の
付
近
は
深
く
海
，沓
か
は
い
り
込
ん
で
現
在
の
平
野
は
、
全
て
海
底
に
没
し
、
わ
ず
か
に
山
据
の
海
岸
に
人

々
の
居
住

を
許
し
て
い
た
よ
う
で
、
彼
等
の
居
住
の
跡
は
、
東
部
で
は
隣
の
村
の
大
津
野
村
大
門
、
西
部
で
は
福
山
市
木
之
度
の
ニ
ケ
所
は
、

今
に
当
時
の
住
民
の
食
物
の
捨
て
場
所
と
し
て
の
員
塚
を
と
ど
め
て
い
ま
す
．

こ
の
員
塚
の
出
土
遺
物
を
研
究
し
て
み
る
と
、
い
づ
れ
も
筆
又
・文
化
の
甲
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
も
の
で
、
大
規
模
な
遺
跡
で

あ
る
以
上
海
岸
づ
た
い
に
行
き
来
も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
き

っ
と
将
来
に
市
有̈
の
山
裾
か
ら
発
見
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

当
時
の
文
化
囲
を
考
え
て
み
る
と
、
備
後
の
中
心
は
、
福
山
湾
と
松
永
湾
に
あ

っ
た
様
子
で
、
員
塚
の
分
布
も

一
番
多
く
こ
の
沿
岸

に
分
布
し
て
い
ま
す
．

市
村
で
発
見
さ
れ
る

一
番
苦
い
遺
跡
と
遺
物
は
、
弥
生
ヌ
化
期
の
も
の
で
す
．

こ
の
弥
生
文
化
と
は
、
前
の
経
来
ヌ
化
期
の
終
幕
に
大
陸
よ
り
農
耕
文
化
を
伝
え
て
、
日
本
に
も
水
稲
を
植
え
て
人

々
ほ
定
着
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
頃
は
、
水
田
を
求
め
て
私
達
の
担
先
は
、
当
時
声
田
川
や
高
屋
川
、
加
茂
川
等
の
河
川
に
よ

っ
て
流
出
し
た
土
砂
に
よ
る
三
角

州
の
発
達
に
よ
り
、
神
辺
平
野
は
相
当
垣
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
水
と
土
地
を
求
め
た
人

々
は
、
こ
の
新
し
い
平
野
の
周
辺
へ
集

・二
っ
て
い
き
ま
し
た
．

こ
の
人
々
違
は
、
今
ま
で
の
経
文
土
器
の
使
用
か
ら

一
段
進
歩
し
た
弥
生
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
赤
い
須
焼
が
焼
か
れ
、
ス
、
金
属
器

特
に
青
調
器

・
鉄
器
が
製
作
さ
れ
て
、
社
会
も
菫
命
的
な
進
歩
を
み
せ
て
部
落
も
形
成
さ
れ
、
そ
う
し
た
部
落
が
段
々
と
政
治
的
な

続

一
が
行
わ
れ
て
部
落
国
家
を
つ
く
り
、
首
長
的
な
存
在
も
出
来
た
の
で
す
。

こ
の
時
期
が
、
我
日
の
大
和
朝
廷
の
発
生
時
で
、
大
体
西
層
紀
元
前
後
に
相
当
し
ま
す
．
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【弥陀八幡社 】

神功皇后・応神天皇
・武内宿弥を祭つており、本殿は 1711年 の建立、常夜燈は

1858年 に建てられた。

昔は海蔵寺の鎮守神であつたが、海蔵寺の廃絶後
は弥陀八幡社と称して、村の鎮守

神と
・
して祭つたといわれている.

主神は仏体であつたが、1887(明 治 20)年の神仏混澪が禁止されてからは、

本尊を医王寺に移し、神鏡をもつて神体とした。

なお『備陽六郡誌』には、水野家繁栄の頃、六郎太夫と
いう人が海蔵寺の寺号をた

やさぬ為に、永雲寺の封山和尚を開祖として
『海蔵庵』という永雲寺の末寺を開い

たとの記述が見られるが、現在では全く残つて
いない。

蔵
王
八
幡
神
社

4

捌幽剛幽

本

殴
三
聞

・
四
間

一
棟
　
　
拝
殿

一
燎

神

口
暉

一
燎
　
　
田
身
同

一
燎

一
日

・
三
闘

石
平
洸
鉢

　

　

　

一
口

石
夜
優

　
　

　
　

一
月

石
　
的

　
　

　
　

一
対

石
講
女
燿

　

　

　

一
月

全

　
　
　
　
　
　
一
基

石
大

島
居

　

　

　

一
ツ

石
塊
連
性

　

　

　

一
対

石
階
段

堂
票

七
年
寅

八
月
建
之

当
Ｒ
山
之
媚
土
層

氏
寄
闘

文
化
二
年
十

二
月
土
嘔
半
左
右

日
外
氏

子
中

明
治
三
年
八
月
佐
題
菫
四
“
寄
違

文
政
十
年
二
月
広
島
県
藤
井
漱
太

郎
寄
進

安
政
二
年
八
月
土
層

瀾
平
外
惣
氏
子
建
之

明
治
三
年
建
之
　
・

室
層
九
年
八
月
建
之

明
治
十
六

年

一
月
佐
轟
久
兵
師
寄
菫

童
疇
十
二
年
六

月
佐
藤
子
晟
寄
逸



＝
九
漁
　
宦

の
μ鋼
一養
守
跡

なホ角颯

時
代
に
は
、
こ
の
八
饉
神
驚
の
位
揮

に
涸
親
寺
と
機
う
、
法
に
「
海
式
の

等
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
，
こ
い
欲

ず
。
昭
和
五
年
の
撃
秘
田
大
学
西
村

脚
■
は
よ
る
発
地
で
は
、
織
の
中
慈

饉
石
が
発
見
さ
れ
、
鋒
和
■
十

一
年

に
は
全
画
発
握
ガ
衛
な
わ
綸
、
現
種

団
の
費
跡
と
し
て
整
踊
さ
載
て
い
講

び
、

こ
の
異
湖
驚
寺
に
つ

い
て
、
「
往
百
遍
爾
寺
と
い
う
寺
あ
り
。

当
村
の
生
主
八
稲
は
、
洒
議
寺
の
鑽

守
な
つ
し
と
ぞ
。
耐
海
織
寺
庭
跡
漱

八
輔
の
攪
的
に
あ
つ
て
、
織
ダ
に
残

れ
り
」
と
鯖
錫
六
群
態
に
あ
り
計
電

よ
鷹
、
「
水
野
家
緊
栄
の
騰
、
六
郎
太

夫
と
掛
う
人
ガ
鶴
蘭
永
黎
寺
饗
巾
穂

尚
を
需
機
と
し
て

一
竃
を
建
て
、
瀬

醸
寺
と
名
づ
く
。
爾
篠
彗
と
い
う
寺

彗
を
失
わ
ぎ
る
こ
め
な
り
」
と
あ
り

ま
す
。
後
年
、
こ
の
一ふ
雲
寺
の
庄
磁

が
、
こ
の
遍
藤
寺
の
あ
る
宮
の
地
の

本
を
村
の
氏
子
ガ
伐
っ
た
こ
と
に
限

を
立
て
、
庄
屋
役
人
に
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
怒
０
し
た
時
、
こ
の
鐘
屋
層
、

「
こ
の
出
の
本
は
氏
神
の
も
の
で
、
海

議
寺
の
本
は

一
本
も
な
く
、
す
べ
て

ガ
神
社
の
本
で
あ
る
と
轟
の
寺
社
薄

の
記
録
に
あ
る
で
は
な
い
か
」
と
餞

識
の
申
し
出
に
反
掘
し
た
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
に
溜
置
寺
が
は
じ
め
て
建

童
さ
１１
た
の
は
、
発
掘
調
百
の
絶
累

祭
良
時
代
と
い
わ
れ
て
彗
ま
す
。
調

蒼
は
、
昭
和
五
年
早
稲
構
大
学
西
村

資
次
氏
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
行
な
わ

織
、
次
い
で
昭
鵜
二
十
五
、
二
十
六

軍
広
島
県
史
蹟
壽
菫
登
員
会
、
昭
和

国
十
二
年
興
教
育
委
員
会
、
昭
稗
五

十

一
年
置
は
環
現
聾
ｎ
事
業
と
し
て

神
社
の
簡
輿
題
８
転
に
諄
う
暦
鏃
な

ど
ガ
調
蒼
整
購
さ
晨
、
現
覆
囲
費
跡

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
熾

続
慧
な
ら
は
、
奈
農
崎
代
義
期
末
ガ

ら
後
期
の
瓦
や
爾
仏

（屁
に
規
い
た

仏
）、
「
紀
臣
石
女
」
を
は
じ
め
と
す

る
人
名
を
ヘ
ラ
描
き
し
た
文
字
瓦
ガ

・

出
〓
し
て
い
ま
す
ｏ

現
在
、
慧
王
八
籍
抑
社
に
つ
づ
＜

宮
の
参
澄
を
登
る
と
、
石
則
に
暦
跡
、

猛
留
に
金
堂
懸
を
見
る
こ
と
が
で
き

讚
す
。

陸

Ｆ

』
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宮
の
前

廃

寺
¨



出土文字瓦拓影

瑶読出土軒丸瓦



｝休

　

淳̈

　

一甲

市
【有
の
歴
史
に
お
い
て
、
第

一
に
気
を
と
め
る
べ
き
も
の
は
深
津
市
で
あ
る
．

何
と
な
れ
ば
、
深
津
市
こ
そ
村
名
の
起
り
で
あ
り
、
か
つ
市
村
が
随
分
早
く
開
け
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
．

即
ち

．
市
村
と
い
う
言
葉
は
、
深
津
市
の
市
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
し
か
も
こ
の
市
は
一
全
目
的
に
有
名
な
も
の
で
あ
り
、

又
こ
の
市
場
と
近
頃
百
名
に
な
っ
た
海
蔵
寺
Ｌ
が
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
〓
。な
ど
を
思
う
か
ら
で
あ
る
．

深
津
と
は
、
深
く
湾
入
し
た
海
湾
の
奥
に
あ
る
船
着
場
の
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
の
名
は
、
随
分
古
く
か
ら
あ
っ
た
。

か
の
万
葉
集
に
も

路
後
　
深
津
嶋
山
　
暫
　
一一曇
口
　
不
見
　
一一Ｃ
百

　

（
み
ち
の
し
り
　
ふ
か

つ
し
ま
や
ま
　
し
ま
し
く
も
　
き
み
が
め
　
み
ず
ば

く
る
し
か
り
け
り
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。

こ
の
深
津
嶋
山
と
は
、
深
津
の
蛇
山
の
よ
う
な
丘
陵
地
帯
を
い
う
の
で
は
な
く
、
実
に
わ
が
郷
土
の
名
山
蔵
三
山
そ
中
心
と
す
る
前

後
左
右
の
山

ｆ
ご
総
称
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
蛇
山
も
そ
の

一
部
で
あ
る
と
思
う
．

海
水
が
市
村
平
野
に
満
ち
て
い
た
頃
は
、
蛇
山
の
ご
と
き
は
や
っ
と
そ
の
背
稜
を
出
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
詩
迅
の
対
象
と

は
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
理
由
も
く
わ
え
て
か
く
断
ず
る
こ
と
は
、
誤
り
で
は
な
い
と
信
ず
る
．

早
稲
田
大
学
教
授
西
村
惇
士
の
説
に
よ
れ
ば
、
寧
楽
時
代
に
は
、
日
本
文
化
の
中
心
地
た
る
大
和
国
河
内
地
方
に
は
立
派
な
市
が
散

在
し
て
い
た
が
、
地
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
市
が
あ
っ
っ
て
相
当
な
繁
盛
を
み
た
も
の
ら
し
い
が
、
わ
が
深
津
雨
は
備
後
に
お
け
る
雨
場

と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
霊
異
記
を
通
し
て
次
の
〓
。が
何
わ
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。

（
一
）
備
後
に
深
津
市
と
い
う
盛
り
場
が
あ
っ
て
、
布
や
綿
や
馬
が
交
易
さ
れ
て
い
た
こ
と

今
二
）
交
易
が
物
品
と
の
交
換
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
こ
と

（
三
）
讃
岐
の
よ
う
な
違
方
の
人
も
そ
こ
に
来
て
い
た
こ
と

（
四

）
十
二
月
下
旬
に
正
月
の
入
月
品
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
風
習
の
あ

っ
た
こ
と
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お
婆

捨

山

と
経

塚

市
村
内
蔵
王
山
の
東
三
味
原
字
道
々
の
小
丘
な
♭
、
弘
法
大
師

一
石

一
字
の
経
を
納
め
給
ひ
し
所
な
り
こ
、
英
緒
構
は
約

一
反

歩
程
の
石
を
積
み
て
あ
り
、
大
な
る
石
に
あ
ら
す
、
其
の
石
を

踏
む
も
崩
ら
ヽ
こ
ざ
な
し
、
其
下
を
餞
ス
に
穴
あ
り
之
れ
を

千
人
壼
ご
云
ふ
て
行
倒
れ
者
の
死
艦
を
投
け
こ
み
た
る
Ｅ
こ
ろ

に
し
て
、
此
の
穴
に
死
澄
を
捨
置
く
も
鳶
、
鳥
、
大
、
狽
等

の
欧
く
事
な
し
、
骸
骨
彩
し
く
ぁ
リ
ビ
、
億
陽
六
郡
誌
に
見
９
。

孝
霊
池
に
続
く
小
山
を
お
婆
捨
山
と
い
う
．

そ
の
昔
、
四
国
地
方
よ
ヶ
舟
で
六
十
才
以
上
の
老
婆
を

捨
て
に
来
た
が
、
後
世
に
至
っ
て
そ
の
供
養
を
な
す

為
に
経
を
埋
め
て
、
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

塚
な
る
も
の
が
出
来
た
。

現
在
の
墓
場
の
中
央
に
あ
る
．

時
代
は
、
奈
良
朝
時
代
以
前
の
こ
と
か
。

水
野
勝
成
公
時
代
か
ら
現
在

の
経
塚
の
体
を
な
し
た
。
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経
塚
山
　
慶

満

寺

ス
ル
の
所
に
庵
あ
，
、
何
頃
よ
う
設
け
た
る
や
文
徴
に
由

な
き
も
明
和
年
代
ｔｉ
旅
信
の
家
う
住
み
た
る
も
の
ら
し
く
ハ
天

保
の
比
信
長
林
．
元
治
．
慶
順
の
比
信
澤
念
住
み
居
う
し
と

其
後
庵
室
大
破
明
治
十
年
再
建
今
日
に
及
ぶ
。

（系
を
却
／
珈
オ
硼
者
）

●
炭
満
そ
´
ぜ漸
影嬢
ン

友́
３

力
′
場
腕

み
駒
多
Ъ
暢
罪
４
カ
一′

％
″
イ
ふ
茨
輝

婿衛剰％肺
翅
傷
‰
蒻
り
一
一

７
ル
プ
ン
′
脅

須
〆
夕
で
鶴
わ
Ｉ
え

バ
ュ
メ
）
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人皇第七代孝霊天皇が吉術の路後なる備後園に

製
雙
御機
い隷減長討
計藤貯絆
製
権

韓豚湖”『濯鱒脚雌榊職な飯囃餞蜂卿Ｆ辮瑚相榊

け̈［一̈一螂̈一』安〓て時̈脚』̈”̈“中中］［

先
駆
地
で
あ
つ
た
證
跡
歴
々
た
る
も
の
あ
り
。
土
地
の
位

置
形
状
．
周
回
の
奥
跡
。■
寺
の
山
紺
等
よ
り
推
し
て
も
、

革
創
議
眸
の
常
時
、
政
は
孝
餞
天
皇
の
寵
鷲
を
迎
へ
た
こ

と
有
り
や
は
、　
一
概
に
之
を
番
定
す
る
こ
と
の
出
茶
難
い

程
古
い
番
が
す
る
。
夫
れ
は
孝
餞
天
皇
と
皇
子
吉
備
津
彦

命
と
ス
吉
憫
津
彦
命
と
此
地
方
と
の
開
係
を
積
ふ
る
時
ｔ

孝
銀
天
皇
と
此
地
方
と
の
線
故
が
決
し
て
簿
く
な
い
こ
と

を
考
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

孝
娘
天
皇
は
大
日
本
根
子
彦
た
警
拿
と
精
し
。
父
は
孝

安
天
皇
，
母
は
押
絨
皇
后
で
ぁ
る
、
出
来
我
国
の
慶
共
は

第
二
代
績
靖
天
皇
か
ら
第
九
代
開
化
天
皇
ま
で
、
殆
ん
ど

御
部
訳
セ
扶
い
で
居
る
の
で
。
日
奥
時
代
と
し
て
取
扱
は

れ
て
居
る
程
口
奥
不
明
の
時
代
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
古
事

記
に
は
非
常
に
有
力
説
す
べ
き
奥
賓
の
記
載
が
あ
る
。
日

綺

瞬

鶴

鷲

』
臨

牌

鶴

叫
聾

靭

難

皇
の
御
後
に
於
け
る
遺
跡
に
よ
っ
て
明
言
し
た
い
の
で
あ

る
。
夫
れ
は
日
本
書
記
の
崇
静
天
皇
の
後
に

十
年
九
月
．
大
彦
命
セ
以
て
北
陸
に
造
は
し
。
武
諄
川

別
を
東
海
に
遺
は
じ
，
吉
怖
津
彦
を
西
道
に
遺
は
じ
．

丹
波
道
主
命
を
丹
波
に
競
は
し
，
国
て
調
し
て
日
く
，

戦
を
受
け
ぬ
者
有
ら
ば
乃
ち
兵
を
拳
げ
て
之
を
伐
て
、

既
に
し
て
共
に
印
緞
を
投
け
て
格
軍
と
鶴
す
。
云
々

十

一
年
夏
四
月
。
四
道
静
軍
戒
夷
を
不
ぐ
る
の
状
ヒ
以

て
奏
す
。
是
歳
興
硲
多
く
用
し
関
内
安
キ
な
り

と
お
ろ
四
適
勝
軍
の
事
蹟
中
．
吉
備
津
彦
命
の
件
セ
以
て

丁
事
肥
は
孝
鐘
天
皇
の
條
に
繋
い
で
　
ヽ
居
る
こ
■
で
つ
ち
．
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岩
が
真
っ
二
つ
に

箱
根
町
に
は
金
太
郎
と
山

姥
が
住
ん
で
い
た
と
い
う

「
宿
２

一
」
、
金
太
郎
が
け

っ
た
と
い
う

「
蹴
落

（
け
お

と
し
）
石
」
。
お
手
玉
に
し

て
遊
ん
だ
と
い
う

，
一一・ま
り

石
」
が
あ
る
。

宿
ユ
わ
は
高
さ
七
】”、
興 行

き
約
八
厨
あ
る
。
岩
の
下

の
洞
く
つ
の
よ
う
な
場
所
に

金
太
郎
親
子
が
住
ん
で
い
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
岩

・

が
昭
和
一ハ任
一「
一一十
四
一

日
、
真
っ
〓
つ
に
割
れ
、
地
・

区
民
は
金
太
郎
の
霊
の
た
た
。

り
と
恐
れ
た
。
そ
れ
を
き

。っ

か
け
に
明
治
末
期
か
ら
や
め

て
い
た

「
金
時
祭
」
を
復
活

．一ない「たはい“「賊椰

し
た
と
い
う
過
話
も
あ
る
。
・

箱
根
町
教
育
長
勝
俣
奉
正

姜
れ
“
」
凛
｛
一
継
凛
結
群
ヽ

し
て
岩
に
食
い
込
み
割
れ
た

ら
し
い
」
と
説
明
す
る
。
　

．
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【:天神社】

素
=n3尊
を祭る小社で、祭神は菅原道真ではない。

従つて『てんじんじゃ1ではなく、「てんじんじゃ1である。

元禄 (1688～ 1704年 )の頃までは、天神山山頂の鳥帽子者のところに本職
があつたが、ある祭ネLの日に喧嘩があり、社殿に虚が滅れたので、新しく造営しよ

うと今の平地に移した。

この時、社人と社僧が祝詞について争いがあつため本社を造営しなかつたもので、

仮殿のまま今日に至つた。

1773年 の春から秋にかけて「エキリ」が流行し、村人が天神社に祈祷したとこ
ろ誰ぎ患わなかつたので、小さい鳥居を建立した。           ‐

【蔵王山下城 】

坂本墓地内に1434年 3月 28日に没しな蔵王山下城主小川大膳亮の要がある。
『備後古城記1によると小声1大膳亮は、備中大下村高日河内守正重の家臣とある。

城跡は現存しておらず、その位置や規模は定かではないが、蔵王山の百窟の余り低

くなt■所と推測される.            .
又、規模も天守爾や格を有する城ではなく、簡単な鷲族の居館と思われる.

石高は400石で当時の家老格にあたり、高田の勢力戦目の一鎮台として市村を守

護していたもので、高田河内守の減亡後ta・小声1大膳売も市村を去り、一代で終わつ

たと伝えられている。
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医
王
寺

市
，
の
だ
ｔ
菫
三
著
こ
い

う
翼
菫
宗
の
警
ガ
あ
り
ま
す
。
人
港

三
年

（
一
一
三
τ
三
）
〓
理
と
伝
え

う
■
る
こ
の
手
こ
は
、
三
奎
具
菫
要

文
化
財
磁
議
頭
さ
れ
る
経
本
響
ｅ
弘

注
天
面
□
薇
が
残
こ
■
て
い
ま
す
ｏ

何
な
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な

の
で
「日
引
き
大
師
」
と
も
い
わ
れ
、

画
幅
の
右
上
の
隅
に
は
大
師
の
薔
穣

仏
で
あ
る
弥
鶴
書
畷
が
機
な
れ
て
い

ま
す
。
製
蟹
藻
灘
製
と
い
う
天
上
に

弥
機
薔
籠
ガ
住
し
、
釈
選
入
滅
後
五

十
六
億
七
千
万
年
後
に
こ
の
世
界
に

現
れ
て
衆
生
を
救
う
と
藝
う
大
師
の

教
え
を
図
は
し
た
も
の
で
、
嵐
彗
宗

ガ
毒
数
の
た
め
糖
日
の
員
彗
宗
の
寺

院
竜
配
布
し
た
も
の
と
習
え
ら
１１
ま
電

機
彗
で
蘭
村
機
玉
寺
の
文
化
賜
患

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
同
寺
所
蔵

の
さ
文
組
の
中
に

「弘
安
二
年
七
月

（
一
二
七
九
年
七
月
ご

の
懇
輔
げ
状

が
あ
り
ま
す
。
袖
判
と
は
、
源
頼
鋼

ガ
家
薇
の
蓄
饉
濃
ψ
鵬
状
笙
翻
取
（文

閉
，
記
録
の
韓
饉
に
あ
た
る
織
）
に

雷
な
せ
、
そ
の
文
書
の
袖
、
難
ち
昌

熙
へ
自
う
書
８
し
建
こ
と
に
は
じ
群

る
も
の
で
、
以
後
庄
園
の
所
有
者
は

こ
の
例
は
な
ら
っ
て
袖
判
●
状
を
支

配
地
に
発
行
し
ま
し
た
。
こ
こ
医
王

寺
に
残
る
文
●
も
、
こ
の
地
を
所
百

す
る
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

文
機
の
袖
判
の
撲
に
は

「
霧
弥
陀

峯
覇
」
と
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
峯
と

は
現
難
王
出
の
こ
と
で
、
現
在
の
医

玉
等
の
購
麟
の
書
は
こ
の
問
修
陀
轟

の
谷
あ
い
に
あ
り
ま
し
た
。
河
弥
陀

峯
と
い
う
名
か
ら
す
る
と
、
経
王
寺

の
前
寺
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
寺
の
寺
に
は
静
離
天
皇

が
層
ら
裁
鷹
こ
と
な
あ
り
、
そ
の
だ

め
そ
の
後
こ
の
寺
鍬
祈
願
所
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
袖
判
闘
状
に
は
、
当

時
の
新
ガ
祈
薇
所
ゅ
ぇ
簿
、
等
の
願

地
に
対
す
る
軍
員
を
免
除
す
る
と
掛

う
こ
と
が
掛
な
れ
て
い
ま
す
。
本
文

菫
絶
出
て
＜
る
螢
癬
天
皇
は
、
露
ｔ

十
五
代
の
天
皇
で
、
保
安
四
年

（
一

一
二
重
年
）
～
長
寛
二
年

（
一
一
六

撃
年
）
の
こ
性
で
そ
の
轟
上
皇
と
な

り
、
Ｒ
元
の
乱
に
艘
れ
、
讚
餃
に
濃

き
載
四
十
六
議
で
崩
鰐
さ
れ
ま
し
亀

こ
の
流
さ
象
る
道
中
、
こ
の
市
村
の

蒻
驚
青
前
の
港
ほ
船
で
入
り
、
し
ば

ら
く
こ
の
地
に
あ
ら
れ
た
時
、
阿
弥

陀
峯
の
谷
あ
勢
の
若
に
藩
留
さ
れ
蓬

と
い
う
□
ほ
ガ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
■
状
は
、
崇
徳
上
塁
滞
留
な
う

懸
年
後
の
文
盤
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

上
重
居
留
の
置
明
に
は
な
り
ま
せ
お

ガ
、
鎌
咆
期
の
文
需
と
し
て
は
買
霊

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

16



盲
【

光
　
寺

・
ｒ
●
卜
し
ヽ
ヽ
４．

浄
土
真
宗
　
海
岳
山
真
光
寺

由
　
精
　
　
宝
光
寺
は
大
同
元
丙
成
年

（
紀

一
四
六
六
）
最
澄
法
師
の
創
建
に
し
て
偏
後

国
の
一
宮
芦
田
部
富
内
村
吉
備
津
産
神
社
の
別
当
た
り
。
寺
領
三
百
七
十
五
石
、
元
天
台

宗
に
て
代
々
相
続
す
、
魔
後
下
総
日
結
城
箱
田
次
郎
三
颯
季
実
な
る
も
の
当
日
に
来
り
出

家
し
て
円
明
と
名
づ
け
当
寺
に
住
持

・
す
、
貞
応
０
頃
相
州
最
宝
寺
の
住
に
し
て
当
日
光
照

寺
開
基
明
光
房
良
雲
に
帰
依
し
寺
セ
真
宗
に
改
む
。
即
ち
宝
光
寺
真
宗
改
宗
の
祖
な
り
、

山
南
村
宝
光
寺
の
末
寺
な
り

。

仁
伍
貝
塚

こ
の
宮
の
前
よ
り
西
に
向
か
っ
て

少
し
朽
く
Ｌ
、
Ｌ
晴
と
い
ぅ
地
に
出

ま
ｄ
Ъ
Ｅ
晰
と
い
ぅ
地
名
は
、
引
野
、

ホ
之
庄
、
駅
家
な
ど
に
も
見
ら
れ
、

伍
は
宗
良
時
代
に
地
方
に
置
な
れ
た

軍
隊
組
織
の
こ
と
で
、　
一
伍
は
兵
五

名
を
も
っ
て
閥
成
さ
れ
、
そ
の
伍
ガ

ニ
つ
あ
っ
た
こ
Ｌ
な
ら
、
地
名
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
ま
●
。
こ
の
蔵
王
の

に
伍
ガ
ら
は
、
員
瞑
ガ
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
は
、
凛
踊
拡
張
に
よ
り
、

こ
の
員
塚
を
見
る
こ
Ｌ
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
地
の
日
Ｌ
同
じ
も
の
ガ

半
田
に
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
早
＜

か
ら
こ
の
地
に
住
民
の
集
落
ガ
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
Ｃ
い
ま
す
。

『福山志料1によると901年 、菅原道真が船で九州に左遷される時に、立ち寄り

松に寄りかかり.深津嶋山を眺めて都をしのんだといわれる和歌が残つている。

『露しぐれ 涙に柚は ひちにけり 都のことを 思い出づれば』

又、石に座り松に寄りかかつて、深津嶋山を眺める直筆の自画像が、医王寺にあっ

たが、盗まれて行方知れずといわれている。
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サ
ル
ト
ロ
ー
ド

ま
た
い
Ｅ
利
寺
文
爾
中
壺
観
十
四

年

（ハ
ｔ
二
年
）
二
鶴
九
需
付
に
は
、

「購
後
深
津
地
九
十
五
ＵＵ
、
浜
六
町
、

山
八
十
九
町
」
と
あ
り
、
現
在
の
深

津
と
蔵
正

一
番
に
、
仁
測
寺
の
荘
回

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
な
り
ま
す
。
こ

の
文
議
慇
出
て
く
る
減
は
、
現
在
の

中
圏
晨
業
試
験
場
策
側
一
帯
に
あ
た

り
、
こ
の
浜
で
は
製
塩
ガ
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
は
気
候
湿
暖
で

雨
が
少
な
い
こ
と
な
ら
、
蘭
＜
か
ら

製
蟻
ガ
盛
ん
慮
衛
な
わ
れ
、
そ
の
選

跡
は
多
＜
発
見
さ
れ
て
い
漱
ず
。
水

弩
野
氏
時
代
寛
文
年

（
一
一分
ハ
一
～

一

ヽ
六
七
三
年
）
頃
、
本
庄
聾
政
Ｅ
よ
っ

‥

―

‥

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

電

て

松

永

蟻

田

が

で

き

上

が

っ

た

こ

と

は
、
み
な
さ
ん
も
よ
く
ご
脊
知
の
と

こ
ろ
で
し
よ
う
。

こ
の
浜
の
場
は
、
「
し
よ
た
れ
道
」

Ｌ
呼
ば
根
る
出
道
を
懸
っ
て
宮
の
前
、

す
な
わ
ち
海
議
寺
①
港
ま
で
運
ば
れ

ま
し
な
。
こ
の
通
は
、
「し
あ
っ
た
れ

運
」
と
も
呼
ば
れ
、
晰
を
肖
中
に
負

辻

っ
て
坂
道
を
登
る
際
に
、
塩
ガ
垂
裁

落
ち
た
こ
と
な
ら
こ
の
名
称
が
つ
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

古代の製塩具 と考えられる師楽式 IL器
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金
昆
羅
信
仰

蔵
Ｅ
可
Ｌ
片
手
覇
の
ほ
と
り
、
日

野
菜
―
・・
１
と
反
本
蘭
店
の
間
に
入
き
な

常
夜
雄
が

一
基
あ
る
。
以
溝
は
反
川

側
の
川
の
ほ
と
り
に
あ

っ
た
が
、
こ

の
常
夜
燈
に
は

、
無
頭
山
饉
拝
所

・

天
は
三
年
■
辰
し
舞
」
と
策
ま
れ
て

い
る
。
象
頭
彙
と
は
，
議
岐
の
食
毘
靴
大

権
現
が
確
ら
れ
て
い
る
山
の
名
で
あ

る
ぃ
近
請
以
来
、
海
■
交
通
が
盛
ん

に
な
る
に
つ
れ
て
海
難
も
多
く
な
っ

て
き
た
。
そ
ん
な
中
で
．
海
ｌｉｌ
か
ら

●
■
も
舞
に
あ
る
象
頭
山
難
航
海
Ｌ

の
＝
標
と
さ
れ
、
ま
た
山
の
‐ｌｌｉ
に
あ

る
多
皮
津
は
潮
待
ち
の
港
と
し
て
お

か
ら
栄

・
え
て
い
た
ｏ
そ
し
て
、
航
海

中
こ
の
‥…―
に
向
か
っ
て
折
号
を
件
げ
、

海
性
を
教
わ
れ
た
と
い
う
釜
験
記
が

伝
播
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

人
々
の
結
仰
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。ヤ
保
年
間

（
一
ｔ

一
六
ヽ

一
七
．．

■
｝
Ｌ
は
全
国
か
ら
多
く
の
大
名
が

代
参
を
通
わ
す
よ
う
に
な
り
、
備
後

＝
山
か
ら
も
阿
郷
正
倫
が
燈
蔵
を
泰

納
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
地

の
傾
民
の
信
仰

・
参
詣
に
も
多
大
な

影
響
を
与
え
、
蒸
山
地
方
で
も
全
琵

＝
議
の
船
が
出
る
よ
う
に
な
る
．

こ
れ
ら
の
事
情
は
、
上
離
家
Ｈ
記

の
文
化
十
二
年

（
一
人

一
六
年
）
の

■
に

、
八
月
二
十
八
諄
晴
天
、
金
難

靴
社
周
参
当
菫
分
は
深
津
村

へ
相
当

り
、
清
八
船
Ｌ
て
―１１１
夜
轟
帆
鸞
惣
太

（
上
離
氏
）
参
指
致
す
…
…
四
人
達

れ
に
て
二
十
九
１１
八
ツ
時
分

（午
後

二
時
）
多
度
津

へ
着
船
す
」と
あ
攀
、

ま
た
、
せ
茶

‥１１
音
の
備
後
国
幅
歯
領

風
静
群
状
に
も
参
計
の
事
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

福
山
川
週
を
歩
い
て
い
る
と
、
金

鍵
靴
大
犠
縫
と
刻
ま
れ
た
ｌｉ
大
な
常

夜
雄
を
＝
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

金
＝
紺
さ
ん
と
い
え
ば
、
海
で
働

く
人
々
の
藩
で
航
海
の
―‐ｌｔ
と
し
て
信

簿
さ
れ
、
漁
民
の
間
で
は
占
く
よ
り

還
―――‥
と
し
て
イ
‥
…
仰
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
今
、
福
‐ｉｌ
覇
辺
に
あ
る
常
夜

確
は
、
お
よ
そ
海
と
は
縁
の
建
い
山

懸
や
平
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
全
地
毅
と
は
、
梵
語
（占

Ｒ
イ
ン
ド
語
）
の

「
ク
ン
ピ
ー
ラ
」

の
計
訳
で
、
ガ
ン
ジ
ス
川
に
接
む
鰐

の
神
格
化
さ
れ
た
神
で
、
イ
ン
ド
で

は
仏
法
の
守
織
と
さ
れ
て
い
た
。
仏

数
が
中
理
か
ら
日
本
に
注
る
過
程
で
、

全
毘
織
は
籠
蛇
で
あ
る
と
さ
れ
、
平

安
時
代
鼓
来
の
神
仏
習
合
悪
想
に
よ

り
、
次
に
は
大
罐
ｔ
命
と
銅

一
視
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

山
の
神
、
本
の
神
、
日
の
時
と
し
て

竜
Ｉ
存
在
す
と
し
て
大
権
現
号
を
用

い
る
よ
う
に
な
り
、
＝
の
導
、
池
の

畔
、
川
の
畔
に
灘
ら
れ
る
よ
う
に
な

２
つ

。こ
の
向
、
置
三
町
鍋
薔
に
あ
る
常

夜
燎
は
、
文
化
十
二
年

（
一
八

一
六

午
）
丙
子
春
ｌｌｉ
月
に
．
株
津
―ｌｌｉ
中
有

志
に
よ
っ
て
出
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
建
立
に
つ
い
て
，
蔵
工
町
ｔ
犀
大

１１１
氏
蔵
の
‐Ｌ
雄
轟
記
（Ⅲ
山
市
■
文
）

に
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
．
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市
村
の
も
や
い

石

市
村

（

Ｉ
）沖
が
千
拓
さ
れ
た
の

は
、
水
野
美
作
守
勝
薫
⌒後
の
勝
伐
）

が
、
日
元
総
奉
行

・
神
谷
治
部
、
小

場
兵
左
衛
門
両
名
に
宛
て
た
寛
永
二

卜
年

（
．
六
円
三
年
）

―……
月
九
日
の

書
状
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、

東
の
引
野
高
崎
よ
り
西
の
株
沖
浜
に

わ
た
る
堤
防
が
築
か
れ
、
完
成
し
た
。

元
和
■
年
（
．
六

一
九
年
）、
水
野

勝
成
は
西
国
銀
衛
と
し
て
備
後
神
辺

城
に
入
る
べ
く
輌
に
着
き
、
続
い
て

深
津
湾
に
船
を
進
め
、
市
村
つ
な
ぎ

に
船
を
つ
け
て
、
こ
こ
よ
り
上
陸
し
、

神
辺
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
が
船
を
つ

な
ぐ
港
で
な
く
な
る
の
は
、
市
村
新

川
の
地
成
（寛
永
十
九
年
・
〓
ハ
四
二

年
）
以
後
で
、
現
在
で
も
こ
の
地
に

は

「も
や
い
石
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
の

「
も
や
い
石
」
は
復
元
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
「妨
」
と
は

船
と
船
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
い
い
、
こ

の
石
が
あ

っ
た
所
が
か
っ
て
港
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

惣

戸

神

社

そ
も
そ
も
二
島
大
明
―‐―‥
と
は
、
愛

城
県
越
智
郡
宮
浦
町
に
鎖
庄
す
る
大

山
祗
―，―‐
社
の
こ
と
で
、
こ
の
社
は
仁

徳
天
■
の
岬
宇
、
百
済
国
よ
り
波
来

し
、
摂
津
＝
三
島
に
生
し
、
後
現
在

地
に
選
し
祀
っ
た
も
の
で
、
和
多
志

大
―‥―‥

（渡
大
神
）
と
も
い
わ
れ
、
古

米
よ
り
海
上
守
護
―‥―‥
と
し
て
信
仰
さ

れ
、
後
ま
た
農
業
卜，―‥
、
武
神
と
し
て

上
下
の
景
仰
は
な
は
だ
大
な
る
―――‥
で

あ
っ
た
。

こ
の
地
方
に
も
津
之
郷
町
夕
倉
地

区
に
三
島
大
明
卜‐―‥
が
あ
り
、
こ
れ
と

同
じ
■
で
深
津
と
綱
本
の
境
に
惣
戸

―‐―‐
社
が
あ
る
。
こ
の
２
ヵ
所
と
も
古

く
は
船
着
場
で
．
出
入
り
す
る
船
の

ｉ‥‐，
上
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

現
在
、
Ｍ
山
ｌｌｌ
辺
の
惣
堂
、
三
島

は
、
津
之
郷
、
蔵
Ｅ
．
人
間
い
ず
れ

ら
同
―‐―‐
で
、
水
野
氏
十
１ｆｉ
以
前
は
す

べ
て
海
辺
で
あ
る
。
し
か
し
，
十
拓

に
よ
り
海
が
農
地
と
な

っ
て
か
ら
は

農
業
―‐―‥
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

本
体
町
の
山
の
―‥―‐
に
山
の
―――，
さ
ん

が
あ
る
。
祭
―――‥
は
三
島
さ
ん
と
同
じ

大
山
紙
神
で
あ
る
が
、
ｒ
拓
に
よ
り

陸
地
化
し
て
か
ら
は
農
業
１１１‐
と
を
り
．

祭
り
の
神
興
の
上
に
稲
徳
を
維
ん
で

こ
の
よ
う
に
民
俗
信
仰
は
，
流
行

―‥―，
的
要
素
が
多
分
に
あ
り
、
元
来
の

―‐―‐
の
効
川
に
よ
り
信
岬
さ
れ
て
い
て

も
，
客
税
状
勢
の
変
化
や
人
‐―――
の
欲

求
の
変
化
に
よ
っ
て
必
要
性
が
な
く

な
る
と
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
き
、

そ
の
祠
は
消
滅
し
て
ｌｉ
く
。
古
書
に

多
く
見
え
る
神
々
６
。
今
は
既
に
な

く
な
っ
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
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